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０ ガイダンス 講義概要 
 本講義では、不動産市場分析に必要な計量分析の手法を身につけることを目的とし，「都市と環境の経済学/都市の

経済学」で学ぶヘドニック・アプローチを用いて不動産市場分析が出来るように，Excel で重回帰分析を学ぶ。講

義は、情報処理演習室でコンピュータを用いて行うので、ある程度コンピュータを使いこなせる学生を前提とする．

また，「不動産学のための数学と統計」「ミクロ経済学」「土地と住宅の経済学」「都市と環境の経済学(都市の経済学)」
の基礎的な考えを前提に講義を行うため，これらの科目を理解していることを前提として講義を進める． 

＜到達目標＞ 
一般目標：不動産市場のデータを使った実証分析ができるようになること． 
個別目標：(1)簡単なデータ分析ができるようになること． 
     (2)データを整理・加工し，回帰分析ができるようになること． 
     (3)回帰分析の結果を読み取り，解釈を説明できるようになること． 
 

０-２ 講義内容 
1回 ガイダンス－講義の進め方 

2回 授業用ＰＣの使い方とデータの取り扱い方について 

3回 データ収集と Excel による作図 

4回 経済モデルと計量経済学の使い方 

5回 様々な統計量 

6回 ２変数の関係（相関係数） 

7回 単回帰分析（最小二乗法） 

8回 推定精度，説明変数の採択判断 

9回 回帰分析，推定結果の読み取り方 

10回 回帰分析結果の使い方 

11回 回帰分析による都市構造の分析（変数変換） 

12回 回帰分析による都市構造の分析（定数項ダミー変数） 

13回 回帰分析による都市構造の分析（係数ダミー変数） 

14回 回帰分析による都市構造の分析（付け値地価関数の推定） 

15回 最終課題演習 
 
０-３ 教科書・参考書 
 特定の教科書は使わずに，レジュメを用いて講義を行う．レジュメに講義日の課題が掲載されるので，レジュメ

を持ってこないと評価外となる．レジュメを加筆・修正して教科書として出版する予定なので，内容に関するコメ

ントは大歓迎する．参考書 1-3 は，いずれも初歩的な計量経済学テキストであるが購入する必要はない．大学院へ

進学を考えている学生は必要に応じて購入すること．参考書 4-5 は，なぜ計量経済学が必要であるのかについて分

かりやすく書かれている書籍である． 
1． 田中隆一, 『計量経済学の第一歩―実証分析のススメ』, 有斐閣, 2015. 
2． 山本勲, 『実証分析のための計量経済学』, 中央経済社, 2015. 
3． 山本拓, 竹内明香, 『入門計量経済学―Excelによる実証分析へのガイド』, 新世社, 2013. 
4． 中室牧子 津川友介, 『「原因と結果」の経済学―データから真実を見抜く思考法』, ダイヤモンド社, 2017. 
5． 伊藤公一朗, 『データ分析の力 因果関係に迫る思考法』, 光文社, 2017. 

 
０-４ 履修条件 
・本講義は初回あるいは二回目講義に出席した学生を受講対象とする． 
・本講義は，毎回 Excel を用いて行うため，コンピュータ，特に Excel をある程度使えること． 
・本講義は「ミクロ経済学」，「土地と住宅の経済学」などで学ぶ知識を使う．例えば，地代や地価がどのように決

定されるか，土地利用はどのように決まるかが分からないと講義について行けないので，各自復習しておくこと． 
・また本講義で実証する付け値は「都市と環境の経済学」で考え方を学ぶので，こちらも履修登録すること． 
・数学は，簡単な四則演算が必要であるが，「不動産学のための数学と統計」（必修）と本講義の前半内容が関連し

ているため，各自復習しておくこと． 
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０-５ 成績評価の方法 
 以下の 2 つを合わせて評価する． 
 講義回数の 4/5（＝12 回）以上の出席をしないものは，最終課題の提出を認めない1．出席点はなく，また，他

学生の課題からのコピペは，コピペした学生およびコピペさせた学生の両者の成績を 0点とする． 
 
 （１）講義中の演習課題の成績（60％）．講義では，毎回，演習課題に取り組む．各回の得点率の平均で評価す

る．欠席した回は当然ゼロ点としてカウントする． 
 （２）最終課題（40％）．最終課題は必ず取り組み，提出すること．なお，最終課題は，15 回目の講義時に実施し，

講義で学んだ内容の総確認のための演習に 90 分間で取り組み，時間内に提出するものである． 
 
０-６ 注意事項 

1. ２回目以降は自分のクラスに出席すること．なお，クラス分け発表は不動産学部棟４F
の掲示にて行うので，各自確認すること．他のクラスに履修登録したり，出席した場合

は，成績評価の対象外とする． 
 

 担当教員 教室 Ｗｅｂ 

水曜 ２限目 
宅間 2601 

http://ft.jpn.org/index.php?econome 
 

原野 2602 
小俣 2605 

 
2. 授業中に私語をしたり，居眠りをして注意を受けたりすると減点する． 
 
3. レジュメについて； 

レジュメは下記 web ページからダウンロード・印刷して持ってくること． 
原則，レジュメは講義日の夜に web へ掲載する．必ず，プリントアウトして授業に持ってくること（他の学生のプリント

アウトをコピーしても構わない）． 
 
4. 事前学習（予習）について； 

講義前は，シラバスで指示したレジュメ部分に目を通しておくこと．随時参考文献を読むこと． 
 
5. 事後学修（復習）について； 

講義後は，シラバスで指示したように，レジュメおよび講義ノートを読み返して復習し，演習課題を再度解い

てみること．特に，Excel の操作が苦手な学生は必ず復習をすること． 
 
6. ＜不動産学部共通ルールへの対応＞ 

講義の流れを止めないことを原則とする． 

 講義開始後 10 分経過以降の入室（遅刻）は，出席 0.5 回とカウントし，さらに演習課題の成績を通常

の半分としてカウントする． 
⇒遅延証明書等については，講義後に申し出ること． 

 飲食及び携帯電話その他の電子機器の使用を禁止する．ただし，体調管理のための水分補給や講義内

容の理解のための電子機器の使用に関しては，個別に対応する． 
⇒講義冒頭に確認するので，その時に申し出ること． 

 トイレなどの理由で一時退室を希望する場合は，学生証と携帯を教員に預けてから一時退室を認める． 
⇒箱などを用意するので，そこに入れてそっと退室すること． 

                                                 
1 公欠以外の欠席事由は認めない（履修の手引き p.2 参照）．本学が主催しない 3 年生以下の就職関係イベントに

ついては，公欠扱としない．なお，4 年生の就職活動に関しては，客観的な証拠を提示した場合のみ３回までは公

欠扱いとする． 


